
大阪府都市整備部発注の設備工事 

入札参加者のみなさまへ 

平成 29年 2月 

令和 6年２月改正 

大阪府都市整備部 

設備工事における設計図書等の構成の変更について 

 

都市整備部（住宅建築局除く）発注の設備工事においては、これまで建設工事請負契約書第１条の

設計図書として、入札公告時に金抜設計書、特記仕様書及び図面を提示してきましたが、契約内容の

さらなる明確化を目的として、下記のとおり設計図書等の構成を変更します。 

   なお、該当工事は、電子入札公告にて工事種別が「プラント機械設備工事」「プラント電気設備工事」

「プラント電気通信設備工事」「管工事」「電気工事」「電気通信工事」「設備補修」「機械器具設置工事」

と分類されるものとします。 

記 

１ 設計図書等の構成変更の概要 

（１）構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）留意点 

・設計図書の「数量総括表」は、出来形確認・部分払・部分引渡し及び設計変更等、契約履行の

基礎となります。 

・見積参考資料は、あくまでも入札参加者の適正・迅速な見積りに供するため、発注者が想定した

設計積算の内容を参考に示した資料に過ぎず、何ら契約上の拘束力を生じません。 

２ 適用時期及び適用案件 

平成 29年 4月 1日以降に入札公告を行う設備工事に適用します。 

適用案件は電子入札公告等でご確認下さい。 

 

（問い合わせ先） 

 大阪府 都市整備部 

  事業調整室 設備指導Ｇ 

  電話：06-6941-0351（内線 2900） 

○設計図書 

 

平成２９年４月１日以降公告より 

○設計図書 ○見積参考資料 

表紙 
表紙 

※積算条件の明示 

特記仕様書 

数量総括表 積算書(金抜) 

 

図面 参考図 

※契約事項としないもの 

※積算条件など全て提示 

※変更なし 

※契約事項となる部分 

※積算条件の部分 

現状 

特記仕様書 

表紙 

金抜設計書 

図面 

※契約事項となる部分 

※契約事項となる部分 

契約事項 積算条件等、契約上拘束しない 

※出力形式を変更 



 

３ 設計図書等の構成と内容 

電子入札公告で交付する「設計図書」と「見積参考資料」の構成と内容は、工事内容によって異な

りますので以下の分類に注意して下さい。 

 

 ≪工事内容による構成の分類≫ 

  ・パターン１ ： 電子入札公告における工事種別が以下のもの 

「プラント機械設備工事」 

「プラント電気設備工事」 

「プラント電気通信設備工事」 

 

  ・パターン２ ： 電子入札公告における工事種別が以下のもの 

「管工事」 

「電気工事」 

「電気通信工事」 

「設備補修工事」 

「機械器具設置工事」 

※ただし、パターン３を除く 

 

  ・パターン３ ： 積算書（金抜）又は数量総括表に含まれる「総括情報表」において、諸経費体が以下

のもの 

「建築設備」 

パターン３については、「建築設備工事における設計図書の変更について（令和６年２月）」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

   対  象 ： 電子入札公告における工事種別が以下のもの 

「プラント機械設備工事」「プラント電気設備工事」「プラント電気通信設備工事」 

【設計図書】 

  記載内容は「契約事項」となります。 

名  称 記 載 内 容 

設計書表紙 ・契約番号・工事名・工事場所・工期・工事種別・大要等 

特記仕様書 ・案件毎に要求される技術的基準や設計条件、施工条件、機器仕様書等 

数量総括表 ・契約工種及び数量を明示 

（「任意仮設等」及び「材料、鋼材、土工等（以降、「材料等」）」）は一式契約 

とし、内訳となる個別数量は非表示。） 

図     面 ・契約事項とするもの 

（箇所図、工事目的物の能力・形状を示すフローシートや系統図等） 

※ 特記仕様書において、ホームページ上に掲載している図書を設計図書として規定している場合、そ

れらも設計図書に含まれます。 

 

【見積参考資料】 

あくまでも入札参加業者の適正・迅速な見積りに供するため、発注者が想定した設計積算の内容を

参考に示した資料にすぎず、何ら契約上の拘束力は生じません。 

名  称 記 載 内 容 

見積参考資料 

表      紙 

・入札時の見積に関連する提示内容や注意事項等を記載。 

積算書（金抜） 従来の金抜設計書（総括情報表、本工事費、代価表） 

・積算内訳及び一式契約の数量等をリスト形式にて明示。 

参  考  図 ・機器詳細図、汎用機器及び材料等の具体的な製品を例示する場合 

・任意仮設や施工のための手段に係る形状・寸法・構造等 

・材料等で一式契約とした内容を記載した平断図等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パターン１ 



 

 

   対  象 ： 電子入札公告における工事種別が以下のもの 

「管工事」「電気工事」「電気通信工事」「設備補修工事」「機械器具設置工事」 

（ただし、積算書（金抜）又は数量総括表の総括情報表において、諸経費体系を「建築

設備」とするものは除く） 

 

【設計図書】 

  記載内容は「契約事項」となります。 

名  称 記 載 内 容 

設計書表紙 ・契約番号・工事名・工事場所・工期・工事種別・大要等 

特記仕様書 ・案件毎に要求される技術的基準や設計条件、施工条件、機器仕様書等 

数量総括表 ・契約工種及び数量を明示 

（任意仮設等は一式契約とし、内訳となる個別数量は非表示。） 

図     面 ・契約事項とするもの 

 （箇所図、工事目的物の能力・形状を示すフローシートや系統図、平断面等） 

※ 特記仕様書において、ホームページ上に掲載している図書を設計図書として規定している場合、そ

れらも設計図書に含まれます。 

 

【見積参考資料】 

あくまでも入札参加業者の適正・迅速な見積りに供するため、発注者が想定した設計積算の内容を

参考に示した資料にすぎず、何ら契約上の拘束力は生じません。 

名  称 記 載 内 容 

見積参考資料 

表      紙 

・入札時の見積に関連する提示内容や注意事項等を記載。 

積算書（金抜） 従来の金抜設計書（総括情報表、本工事費、代価表） 

・積算内訳及び一式契約の数量等をリスト形式にて明示。 

参  考  図 ・機器詳細図、汎用機器及び材料等の具体的な製品を例示する場合 

・任意仮設や施工のための手段に係る形状・寸法・構造等 

  

パターン２ 



 

 

   対  象 ： 積算書（金抜）又は数量総括表に含まれる「総括情報表」において、 

諸経費体系を「建築設備」とするもの 

 

【設計図書】 

  記載内容は「契約事項」となります。 

名  称 記 載 内 容 

設計書表紙 ・契約番号・工事名・工事場所・工期・工事種別・大要等 

特記仕様書 ・案件毎に要求される技術的基準や設計条件、施工条件、機器仕様書等 

数量総括表 ・積算内訳及び数量を明示（総括情報表、本工事費） 

（ただし、任意仮設等については「任意仮設」と明示し、契約上拘束しない。） 

図     面 ・契約事項とするもの 

  （ただし、「参考図」と明示した内容については、契約上拘束しない。） 

※ 特記仕様書において、ホームページ上に掲載している図書を設計図書として規定している場合、そ

れらも設計図書に含まれます。 

 

パターン３については、「建築設備工事における設計図書の変更について（令和６年２月）」参照 

 

 

  

パターン３ 



任意仮設等（一式契約）の例 

 

【見積参考資料 積算書（金抜）】 

 

 

 

【設計図書 数量総括表】 

 

 

 

 

 

任意仮設（一式契約）については、見積

参考資料の積算書（金抜）では計上した

工種が全て表示されるが、契約上拘束し

ないことから、設計図書の数量総括表で

は非表示となる。 

任意仮設（一式契約）については、積

算書では計上していても、数量総括表

では一式までの表示となり、内訳とな

る行そのものが表示されない。 

積算書（金抜）の出力形式は、従

来の「内訳書形式」から、本図の

ような「リスト形式」へ変更。 



プラント設備工事の一式契約の例 

 

【見積参考資料 積算書（金抜）】 

 

 

 

【設計図書 数量総括表】 

 

プラント設備工事では、材料等（材料、

鋼材、土工等）を一式契約とするため、

設計図書の数量総括表では、非表示とな

る。 

プラント設備工事では、材料等（材料、

鋼材、土工等）を一式契約とするため、

積算書では計上していても、数量総括表

では一式までの表示となり、内訳となる

行そのものが表示されない。 


